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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスクメディアがセットされ、このディスクメディアに記録されている映像を再生す
るディスク再生装置に接続され、このディスク再生装置が再生した映像を記憶するキャッ
シュ装置であって、
　再生する映像の識別データとして、ディスクメディアを識別するディスク番号およびそ
のディスクメディアにおける順番の入力を受け付ける入力手段と、
　前記ディスク再生装置に動作を指示する指示手段と、
　前記ディスク再生装置が再生した映像に前記識別データを付して記憶する記憶手段と、
　ディスクメディアに記録されたＴＯＣを記録するためのＴＯＣテーブルを記憶するＴＯ
Ｃ記憶手段と、
　利用者への作業指示を報知する報知手段と、
　前記入力手段が識別データの入力を受け付けたとき、この識別データに対応する映像が
前記記憶手段に記憶されているかを検索する制御手段と、を備え、
　前記入力手段が識別データの入力を受け付けたときに、前記記憶手段に前記識別データ
に対応する映像が記憶されていない場合、
　前記報知手段は、ディスクメディアのセットを指示する旨を報知し、
　前記指示手段は、ディスクメディアがセットされるとそのディスクメディアに記録され
たＴＯＣを読み取って出力するように前記ディスク再生装置に指示し、
　前記制御手段は、前記ＴＯＣテーブルを参照して、前記ディスク再生装置が読み取った
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ＴＯＣが前記ＴＯＣテーブルに無い場合には、そのＴＯＣを各ディスク面の識別情報とし
て前記ＴＯＣテーブルに記録し、前記ディスク再生装置が読み取ったＴＯＣが前記ＴＯＣ
テーブルに有る場合には、セットされたディスクメディアが、前記入力手段が受け付けた
識別データに対応するものか否かを確認して、その結果に応じた処理を行うキャッシュ装
置。
【請求項２】
　前記ディスク再生装置が読み取ったＴＯＣが前記ＴＯＣテーブルに有る場合、
　前記セットされたディスクメディアのＴＯＣが前記入力手段が受け付けた識別データに
対応するＴＯＣと一致すると、前記指示手段は前記ディスク再生装置にそのディスクメデ
ィアの再生を指示し、
　セットされたディスクメディアのＴＯＣが前記入力手段が受け付けた識別データに対応
するＴＯＣと一致しないと、前記報知手段はディスクメディアの入れ替えを指示する請求
項１に記載のキャッシュ装置。
【請求項３】
　前記ディスク再生装置が再生した映像または前記制御手段が読み出した映像のいずれか
を切り換えて後段の装置に出力する切換手段を備え、
　前記制御手段は、前記入力手段が識別データの入力を受け付けたときに、この識別デー
タに対応する映像が前記記憶手段に記憶されている場合、前記指示手段でディスクのセッ
トを指示することなく、前記記憶手段からこの映像を読み出して出力する請求項１または
請求項２に記載のキャッシュ装置。
【請求項４】
　前記記憶手段に記憶した映像の読み出しを許可する認証情報を記憶する認証媒体がセッ
トされる認証媒体セット手段を備え、
　前記制御手段は、前記記憶手段に記憶されている映像に対応する識別データの入力を前
記入力手段が受け付けたとき、この映像の認証情報が前記認証媒体に記憶されているかを
検査し、記憶されている場合のみ前記記憶手段から該映像を読み出す請求項２または３に
記載のキャッシュ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、ディスクメディアに記録されている映像をキャッシュするキャッシュ装置
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
現在カラオケ装置として最も普及しているものは、ＭＩＤＩなどのシーケンスデータに基
づいて音源を駆動する音源カラオケ装置であるが、音源カラオケ装置が普及する以前から
よく用いられているカラオケ装置に、カラオケ曲の音声や映像を記録したレーザディスク
（ＬＤ：商標）等のディスクメディアを再生することによってカラオケ曲の演奏を行うい
わゆるレーザカラオケ装置がある。
【０００３】
レーザカラオケ装置は、長年使用されて古いものが多いが、音源カラオケ装置とちがって
生楽器の演奏が録音され、各カラオケ曲に対応した映像が焼きこまれているディスクメデ
ィアを再生するものであるためファンが多く、音源カラオケ装置に置き換えられずに長期
間そのまま使い続けられているものも多い。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　しかし、レーザカラオケ装置は、ディスクドライブなどの駆動部があるため、耐用年数
に限りがある。また、ディスクメディアもトレイにセットしたりラックに収納したりする
作業時に傷がつく可能性があり永遠に使いつづけることは困難であるという問題点があっ
た。また、レーザカラオケ装置は、ディスクメディアのセットなどの物理的な作業が必要
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であるため、リクエストがあってから映像等の再生がスタートするまでに長い時間かかる
という問題点もあった。
【０００５】
　この発明は、映像等が記録されたディスクメディアおよびこのディスクメディアを使用
するディスク再生装置の負担を軽減することのできるキャッシュ装置を提供することを目
的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　請求項１の発明は、ディスクメディアがセットされ、このディスクメディアに記録され
ている映像を再生するディスク再生装置に接続され、このディスク再生装置が再生した映
像を記憶するキャッシュ装置であって、
　再生する映像の識別データとして、ディスクメディアを識別するディスク番号およびそ
のディスクメディアにおける順番の入力を受け付ける入力手段と、
　前記ディスク再生装置に動作を指示する指示手段と、
　前記ディスク再生装置が再生した映像に前記識別データを付して記憶する記憶手段と、
　ディスクメディアに記録されたＴＯＣ記録するためのＴＯＣテーブルを記憶するＴＯＣ
記憶手段と、
　利用者への作業指示を報知する報知手段と、
　前記入力手段が識別データの入力を受け付けたとき、この識別データに対応する映像が
前記記憶手段に記憶されているかを検索する制御手段と、を備え、
　前記入力手段が識別データの入力を受け付けたときに、前記記憶手段に前記識別データ
に対応する映像が記憶されていない場合、
　前記報知手段は、ディスクメディアのセットを指示する旨を報知し、
　前記指示手段は、ディスクメディアがセットされるとそのディスクメディアに記録され
たＴＯＣを読み取って出力するように前記ディスク再生装置に指示し、
　前記制御手段は、前記ＴＯＣテーブルを参照して、前記ディスク再生装置が読み取った
ＴＯＣが前記ＴＯＣテーブルに無い場合には、そのＴＯＣを各ディスク面の識別情報とし
て前記ＴＯＣテーブルに記録し、前記ディスク再生装置が読み取ったＴＯＣが前記ＴＯＣ
テーブルに有る場合には、セットされたディスクメディアが、前記入力手段が受け付けた
識別データに対応するものか否かを確認して、その結果に応じた処理を行うことを特徴と
する。
【０００７】
　ＬＤなどのディスクメディアに記録されている映像を手差しの再生装置で再生する場合
、その映像がどのディスクメディアのものであるかは装置において認識することができな
い。そこで、この発明では、ディスクメディアに記録されたＴＯＣをＴＯＣテーブルに記
録しておき、入力手段で識別データ（例えば曲番号）の入力を受け付けると、ＴＯＣの有
無を確認して、ＴＯＣがＴＯＣテーブルに無い場合にはＴＯＣテーブルに記録し、ＴＯＣ
がＴＯＣテーブルに有る場合には入力を受け付けた識別データに対応するものか否かを確
認して、その結果に応じた処理を行う。これにより、どのディスクメディアがセットされ
たか、及びセットされたディスクメディアが正しいか否かを知ることができ、ディスクメ
ディアのセット間違いがなくなるとともに、記憶する映像に識別データのラベルを付すこ
とができるようになる。
　ここで、この明細書における曲番号、ディスク番号の語は、ともにカラオケ曲およびデ
ィスクメディアを識別するための識別データを指す語であり、単に数字のみからなる番号
に限定されず、文字や記号を含むものも包含している。また、ディスクメディアには両面
にカラオケ曲の音声等が記録された両面ディスクが存在するが、このディスク番号の語は
、ディスクそのものの番号のみを指す場合とディスクそのものの番号およびＡ／Ｂ面の別
を含めて用いる場合もあるものとする。
　また、この明細書において、曲番号は全カラオケ曲をユニークに識別する識別データを
指し、曲番は１枚のディスクメディアの１面に記憶されている複数のカラオケ曲の中での
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順番を指すものとする。
【０００８】
　請求項２の発明は、前記ディスク再生装置が読み取ったＴＯＣが前記ＴＯＣテーブルに
有る場合、
　前記セットされたディスクメディアのＴＯＣが前記入力手段が受け付けた識別データに
対応するＴＯＣと一致すると、前記指示手段は前記ディスク再生装置にそのディスクメデ
ィアの再生を指示し、
　セットされたディスクメディアのＴＯＣが前記入力手段が受け付けた識別データに対応
するＴＯＣと一致しないと、前記報知手段はディスクメディアの入れ替えを指示すること
を特徴とする。
【０００９】
　この発明は、前記ディスク再生装置にセットされたディスクメディアのＴＯＣがＴＯＣ
テーブルに有る場合、そのＴＯＣが、入力手段が受け付けた識別データに対応するＴＯＣ
と一致すると、指示手段はディスク再生装置にそのディスクメディアの再生を指示し、そ
のＴＯＣが、入力手段が受け付けた識別データに対応するＴＯＣと一致しないと、報知手
段はディスクメディアの入れ替えを指示する。したがって、セットされたディスクメディ
アが正しいか否かを知ることができ、ディスクメディアのセット間違いを防止できる。
【００１０】
　請求項３の発明は、請求項１、２の発明において、前記ディスク再生装置が再生した映
像または前記制御手段が読み出した映像のいずれかを切り換えて後段の装置に出力する切
換手段を備え、
　前記制御手段は、前記入力手段が識別データの入力を受け付けたときに、この識別デー
タに対応する映像が前記記憶手段に記憶されている場合、前記指示手段でディスクのセッ
トを指示することなく、前記記憶手段からこの映像を読み出して出力することを特徴とす
る。
【００１１】
　この発明では、後段にたとえばモニタなどの装置を接続し、まだキャッシュ（記憶）し
ていない映像の識別データが入力された場合には、上記のように利用者にそのディスクメ
ディアのセットを指示し、再生されたカラオケ曲の映像等を記憶する。一方、すでにキャ
ッシュしている映像の識別データが入力された場合には、ディスク再生装置でその映像を
再生させることなく、キャッシュしているその映像を読み出して後段に出力する。これに
より、既にキャッシュしている映像については、ディスクメディアのセットなどの面倒な
作業をする必要なく映像を再生することができる。
【００１４】
　請求項４の発明は、請求項３の発明において、記憶手段に記憶した映像の読み出しを許
可する認証情報を記憶する認証媒体がセットされる認証媒体セット手段を備え、制御手段
は、記憶手段に記憶されている映像に対応する識別データの入力を入力手段が受け付けた
とき、この映像の認証情報が前記認証媒体に記憶されているかを検査し、記憶されている
場合のみ記憶手段から該映像を読み出すことを特徴とする。
【００１５】
　例えば、映像には、著作権管理が厳格なものが存在する。このような場合には、映像を
記憶手段にキャッシュしても、ディスクメディアの存在が確認できなければこれを読み出
すことはできなかった。しかし、ディスクメディアの存在を確認する作業はディスクメデ
ィアを再生する作業と同様の手間がかかり、これを行う場合には、キャッシュデータを読
み出して待ち時間なく映像の再生をスタートするという利点が生かせなくなる。また、デ
ィスクメディアやディスク再生装置の傷みを防止するという利点も生かせなくなる。そこ
で、ディスクメディアに代えて認証媒体を装置にセットし、この認証媒体の認証情報でデ
ィスクメディアの存在に代え、これによって上記利点を確保した。
【００１６】
【発明の実施の形態】
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図１は、この発明の実施形態である楽曲キャッシュ装置１を含むカラオケシステムの構成
を示す図である。のカラオケシステムでは、手差しのＬＤプレーヤ４で再生されたカラオ
ケ曲の音声および映像（音声等）を楽曲キャッシュ装置１を経由してスピーカ６、モニタ
８から出力する。ＬＤラック５に収納されている複数枚のＬＤ（商標）のうち、所定の１
枚がカラオケ店員などの利用者の手作業によってＬＤプレーヤ４にセットされ、再生終了
ののちこのＬＤ利用者の手作業によってプレーヤ４からラック５に収納される。
【００１７】
複数枚のＬＤにはそれぞれ複数曲のカラオケ曲の音声等が記録されている。ＬＤは両面（
Ａ面／Ｂ面）にカラオケ曲を記録したもの（両面ディスク）もあれば、片面（Ａ面のみ）
にカラオケ曲を記録したもの（片面ディスク）もある。係員がＬＤをＬＤプレーヤ４にセ
ットして曲番ボタンをオンすれば、ＬＤプレーヤにセットされた面に記録されている複数
のカラオケ曲のうち、その曲番のカラオケ曲が再生される。全カラオケ曲の曲名を５０音
順に記載したいわゆる目次本には、この「ディスク番号＋Ａ／Ｂ面の別＋ディスク面上の
曲番」が曲番号として記載されている。
なお、以下の説明では、「ディスク番号＋Ａ／Ｂ面」を単にディスク番号と言う場合もあ
る。
【００１８】
図１において、楽曲キャッシュ装置１はハードディスク２を備え、ＬＤプレーヤ４が再生
したカラオケ曲の音声等を入力し、これをスピーカ６やモニタ８などの後段の装置に出力
するとともに、ハードディスク２にキャッシュ（記憶）する。また、楽曲キャッシュ装置
１は、一旦ハードディスク２にキャッシュしたカラオケ曲について、再度リクエストが発
生したとき、すなわち再度同じ曲番号が入力されたときは、ＬＤプレーヤ４にそのカラオ
ケ曲のＬＤをセットさせて再生するのではなく、ハードディスク２からそのカラオケ曲の
音声等であるキャッシュデータを読み出してスピーカ６、モニタ８に出力する。
【００１９】
上記のようにカラオケ曲の再生操作は、係員がＬＤラック５から所定のＬＤを取り出して
ＬＤプレーヤ４にセットし、所定の曲番ボタンを押すことにより、ＬＤプレーヤ４がその
カラオケ曲を再生するというものであるが、これに加えて、楽曲キャッシュ装置１は赤外
線リモコン装置９およびリモコン受光部１ｂを備えており、ＬＤをＬＤプレーヤ４にセッ
トする前に赤外線リモコン装置９を用いて楽曲キャッシュ装置１に曲番号を入力させるよ
うにしている。
【００２０】
楽曲キャッシュ装置１に曲番号が入力されると、楽曲キャッシュ装置１は、その曲番号の
カラオケ曲の音声等をハードディスク２にキャッシュしているかを判断し、キャッシュし
ている場合には、そのキャッシュデータを読み出してスピーカ６およびモニタ８に出力す
る。一方、その曲番号のカラオケ曲の音声等をキャッシュしていない場合には、モニタ８
に「○○（ディスク番号）番のディスクのＡ面をセットしてください」などの指示を表示
する。そして、その後ＬＤプレーヤ４から入力されたカラオケ曲の音声等を上記曲番号の
カラオケ曲の音声等であるとして、この音声等を上記曲番号を付してハードディスク２に
キャッシュする。なお、上記指示の表示はモニタ８でなく、楽曲キャッシュ装置１に設け
られている本体表示器１ｃに表示してもよい。また、同時にまたはその後再生するカラオ
ケ曲の曲番を指示するようにしてもよい。
【００２１】
また、楽曲キャッシュ装置１はメモリソケット１ａを備え、このメモリソケットに管理楽
曲のキャッシュデータの読み出しを認証する認証情報が書き込まれた認証ＲＯＭ３がセッ
トされる。管理楽曲および認証情報については後述する。
【００２２】
図２はハードディスク２の記憶内容を示す図である。ハードディスク２には、この図に示
すような記憶エリアが設定されている。同図（Ａ）はＴＯＣテーブルである。カラオケ曲
が記録されたＬＤには、各ＬＤを他のＬＤから識別するための情報が記録されていない。
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上記のディスク番号は、ＬＤラック５で各ＬＤが収納されているスロットの番号であり、
ＬＤにその番号がデータとして書き込まれているわけではない。そこで、各ＬＤをＡ面、
Ｂ面毎に個別に識別可能な情報としてそのディスク面に記録されているカラオケ曲数と各
カラオケ曲の演奏時間（ＴＯＣ：Ｔａｂｌｅ　ｏｆ　Ｃｏｎｔｅｎｔ）を読み取り、これ
を各ディスク面の識別情報としてＴＯＣテーブルに記憶する。これにより、以後ＬＤプレ
ーヤ４にディスクがセットされたとき、そのディスクのＴＯＣを読み取ってどのディスク
がセットされたか、およびセットされたディスクが正しいか否かを知ることができる。
【００２３】
同図（Ｂ）、（Ｃ）は、楽曲キャッシュエリアおよびキャッシュ曲番号テーブルを示す図
である。ＬＤプレーヤ４から入力されたカラオケ曲の音声等は同図（Ｂ）の楽曲キャッシ
ュエリアに曲番号を付してキャッシュデータとして記憶される。そして、その曲番号（デ
ィスク番号＋Ａ／Ｂ面＋曲番）およびその演奏時間が前記キャッシュデータの記憶エリア
を指し示す情報とともにキャッシュ曲番号テーブルに書き込まれる。
【００２４】
図３、図４は前記楽曲キャッシュ装置１の動作を示すフローチャートである。まず、利用
者から曲番号が入力される（ｓ１）。この曲番号は、上記のようにディスク番号＋Ａ／Ｂ
面＋曲番からなるものであり、楽曲キャッシュ装置１に付属する赤外線リモコン９から入
力される。曲番号が入力されると、この曲番号がキャッシュ曲番号テーブルに存在するか
を検索する（ｓ２）。この曲番号がキャッシュ曲番号テーブルに存在する場合には、ハー
ドディスク２にこのカラオケ曲のキャッシュデータが存在することを意味するため、ｓ３
の判断でｓ２０以下の動作に進む。一方、この曲番号がキャッシュ番号テーブルに存在し
ない、すなわちキャッシュデータが存在しない場合には、ｓ４以下に進む。
【００２５】
ｓ４では、モニタ８または装置の本体表示器１ｃにディスクのセットを促す表示をする。
表示の内容は「○○（ディスク番号）番のディスクのＡ面をセットしてください」などで
ある。そして、上記ディスク番号のディスク面のＴＯＣがＴＯＣテーブルに記憶されてい
るかを判断し（ｓ６）、このディスク面のＴＯＣがＴＯＣテーブルに記憶されている場合
には、ＬＤプレーヤ４にセットされたディスクのＴＯＣを読み取って、ＴＯＣテーブルに
記憶されている同じディスク番号のＴＯＣとを比較する（ｓ９）。このＴＯＣの比較が一
致した場合にはｓ１２以下の再生・キャッシュ処理を実行し、一致しない場合にはＬＤプ
レーヤ４にセットされたディスクが間違っていると判断して入れ換えを指示して（ｓ１１
）、ｓ５に戻る。
【００２６】
ＬＤプレーヤ４にセットされたＬＤから読み取ったＴＯＣとＴＯＣテーブルに記憶されて
いたＴＯＣとが一致した場合には、曲番号で指定された（ディスク面上の）曲番の曲の再
生を指示する（ｓ１２）。この指示は、たとえば「○○（曲番）番の曲番ボタンを押して
ください」などを表示することで行われる。また、今回リクエストされたカラオケ曲のデ
ィスクが初めてセットされたディスクであってＴＯＣがまだＴＯＣテーブルに記憶されて
いないものである場合には、ＬＤプレーヤ４を介してセットされたディスクのＴＯＣを読
み出し（ｓ７）、これをＴＯＣテーブルに記憶したのち（ｓ８）、ｓ１２に進む。
【００２７】
上記指示に応じて利用者がＬＤプレーヤ４の曲番ボタンを押すと、ＬＤプレーヤ４は、そ
の曲番のカラオケ曲の再生をスタートする。楽曲キャッシュ装置１は、ＬＤプレーヤ４か
ら入力された音声等を増幅等してスピーカ６、モニタ８に出力するとともに、並行してこ
の音声等をハードディスク２にキャッシュする（ｓ１３）。この処理において、音声およ
び映像をＭＰＥＧ圧縮したものをハードディスク２にキャッシュする。楽曲キャッシュ装
置１はこのためのエンコーダおよび再生のためのデコーダを内蔵している。そして、曲が
終了すれば（ｓ１４）、キャッシュ曲番号テーブルを更新して（ｓ１５）、動作を終了す
る。
【００２８】
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一方、曲番号が入力されたカラオケ曲の音声等が既にハードディスク２にキャッシュされ
ている場合にはｓ３の判断でｓ２０に進む。ｓ２０ではこの曲が管理楽曲であるかを判断
する。管理楽曲とは、著作権者または版権者の要求により厳格な著作権、版権の認証が要
求されるカラオケ曲であり、ハードディスク２にキャッシュデータが存在しても、著作権
、版権を得て制作されたＬＤの存在を確認しなければ、このキャッシュデータを読み出す
ことが禁じられいるものである。この楽曲キャッシュ装置では、ＬＤを所有しておりキャ
ッシュデータを読み出す権原が存することを証明する認証情報が書き込まれた認証ＲＯＭ
３をソケット１ａにセットし、管理楽曲のキャッシュデータを読み出すとき、この認証Ｒ
ＯＭ３を確認することでＬＤの存在を確認する処理に代えている。
【００２９】
上記管理楽曲の場合には認証ＲＯＭ３をチェックし（ｓ２１）、リクエストされたカラオ
ケ曲の認証情報が書き込まれている場合には（ｓ２２）、ハードディスク２からこのカラ
オケ曲のキャッシュデータを読み出して再生し（ｓ２３）、これをスピーカ６、マイク８
に出力する。曲が終了したとき（ｓ２４）動作を終える。
【００３０】
一方、管理楽曲でない場合にはｓ２０から直接ｓ２３に進む。また、管理楽曲であるが認
証ＲＯＭ３に認証情報が書き込まれていない場合にはＬＤでこのカラオケ曲を演奏するた
めｓ４にもどる。
【００３１】
このように、手差しのＬＤプレーヤ４の場合でも、リモコン装置９を用いて楽曲キャッシ
ュ装置１に曲番号を入力し、モニタ８または本体表示器１ｃにディスク番号や曲番を表示
するようにしたことにより、このシステムを飲食店に設置した場合に、飲食店の顧客は現
在普及している音源カラオケ装置のようにリモコンで曲番号を入力することができ、店舗
係員は表示を見てディスクのセットや曲番の指定をすることができるようになる。
【００３２】
以上は、手差しのＬＤプレーヤ４を用いたカラオケシステムに適用される楽曲キャッシュ
装置について説明したが、図５～図７を参照してＬＤチェンジャを用いたカラオケシステ
ムに用いられる楽曲キャッシュ装置ついて説明する。
ここで、ＬＤチェンジャとは、複数枚のＬＤを内部のラックに収容し、外部接続されてい
る選曲コマンダから指示された曲番号に対応するディスクを自動的にトレイにセットして
自動再生する装置である。ＬＤチェンジャにおいても、ディスク番号は、ディスクを収容
するラックの番号およびディスクの裏表の向きによって決定される。
【００３３】
図５において、選曲コマンダ１４は、リモコン装置などの曲番号入力機能を備えており、
利用者から入力される曲番号をＬＤチェンジャ１５に向けて出力する。ＬＤチェンジャ１
５は、入力された曲番号のディスクをトレイに自動的にセットし、曲番号で指示された曲
番のカラオケ曲を自動的に再生する。
【００３４】
そして、この選曲コマンダ１４とＬＤチェンジャ１５との間に楽曲キャッシュ装置１１が
接続されている。楽曲キャッシュ装置１１は、選曲コマンダ１４から入力されたリクエス
トの曲番号がキャッシュ曲番号テーブルに存在するかを検索し、キャッシュ曲テーブルに
存在する場合にはハードディスク１２からそのキャッシュデータを読み出して選曲コマン
ダ１４に出力し、リクエストされた曲番号がキャッシュ曲番号テーブルに存在しない場合
にはＬＤチェンジャ１５にこの曲番号をそのまま送信してＬＤチェンジャ１５にそのカラ
オケ曲を再生させる。ＬＤチェンジャ１５が再生した音声等は楽曲キャッシュ装置１１に
入力されるが、楽曲キャッシュ装置１１は、この音声等をそのまま選曲コマンダ１４に出
力するとともに、ハードディスク１２にこれをキャッシュする。
【００３５】
また、この楽曲キャッシュ装置１１も、管理楽曲の認証情報を記憶した認証ＲＯＭ１３が
セットされるメモリソケット１１ａを備えている。
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なお、この楽曲キャッシュ装置１１のハードディスク１２の記憶エリアの構成は、図１、
図２に示した楽曲キャッシュ装置１のハードディスク２の記憶内容と同じ構成でよい。
【００３６】
選曲コマンダ１４は、アンプやミキサなどを内蔵しており、入力された音声等をスピーカ
１６、モニタ１８等に出力するとともに、マイク１７から入力された歌唱音声をカラオケ
曲の音声とミキシングしてスピーカ１６から出力する。
【００３７】
図６、図７のフローチャートを参照してこの楽曲キャッシュ装置１１の動作を説明する。
まず、利用者が選曲コマンダ１４に曲番号を入力すると、この曲番号が楽曲キャッシュ装
置１１に転送される（ｓ３０）。曲番号が入力されると、この曲番号がキャッシュ曲番号
テーブルに存在するかを検索する（ｓ３１）。この曲番号がキャッシュ曲番号テーブルに
存在する場合には、ハードディスク１２にこのカラオケ曲のキャッシュデータが存在する
ことを意味するため、ｓ３２の判断でｓ４１以下の動作に進む。一方、この曲番号がキャ
ッシュ番号テーブルに存在しない、すなわちキャッシュデータが存在しない場合には、ｓ
３３以下の動作に進む。
【００３８】
ｓ３３では、ＬＤチェンジャ１５に曲番号を転送して所定のディスクをセットしてカラオ
ケ演奏をするように指示する。そして、上記曲番号で指定されるディスク面のＴＯＣがＴ
ＯＣテーブルに記憶されているかを判断し（ｓ３４）、ＴＯＣがまだＴＯＣテーブルに記
憶されていないものである場合には、ＬＤチェンジャ１５にセットされたディスク面のＴ
ＯＣを読み出し（ｓ３５）、これをＴＯＣテーブルに記憶したのち（ｓ３６）、ｓ３７に
進む。既にＴＯＣが記憶されているディスクの場合にはｓ３４から直接ｓ３７に進む。
【００３９】
上記指示に応じてＬＤチェンジャ１５はその指示された曲番号のカラオケ曲を再生するた
め、音声等が入力されると（ｓ３７）、楽曲キャッシュ装置１１は、ＬＤチェンジャ１１
から入力された音声等を増幅等してスピーカ１６、モニタ１８に出力するとともに、並行
してこの音声等をハードディスク１２にキャッシュする（ｓ３８）。この処理において、
音声および映像をＭＰＥＧ圧縮したものをハードディスク１２にキャッシュする。楽曲キ
ャッシュ装置１１はこのためのエンコーダおよび再生のためのデコーダを内蔵している。
そして、曲が終了すれば（ｓ３９）、キャッシュ曲番号テーブルを更新して（ｓ４０）、
動作を終了する。
【００４０】
一方、曲番号が入力されたカラオケ曲の音声等が既にハードディスク２にキャッシュされ
ている場合にはｓ３２の判断でｓ４１に進む。ｓ４１ではこの曲が管理楽曲であるかを判
断する。管理楽曲の場合には認証ＲＯＭ１３をチェックし（ｓ４２）、リクエストされた
カラオケ曲の認証情報が書き込まれている場合には（ｓ４３）、ハードディスク１２から
このカラオケ曲のキャッシュデータを読み出して再生し（ｓ４４）、これをスピーカ１６
、マイク１８に出力する。曲が終了したとき（ｓ４５）動作を終える。
一方、管理楽曲でない場合にはｓ４１から直接ｓ４４に進む。また、管理楽曲であるが認
証ＲＯＭ１３に認証情報が書き込まれていない場合にはＬＤでこのカラオケ曲を演奏する
ためｓ３３にもどる。
【００４１】
なお、図５の構成では選曲コマンダと楽曲キャッシュ装置とが別体になっているが、これ
らを一体に構成してもよい。その場合でも、その一体になった楽曲キャッシュ装置の動作
は、ｓ３０でリモコンからの曲番号入力を受け付けるようにすれば、図６、図７とほぼ同
様の動作でよい。
【００４２】
図８はこの発明の他の実施形態である音源カラオケ機能を備えた楽曲キャッシュ装置のブ
ロック図である。この楽曲キャッシュ装置は手差しのＬＤプレーヤ、ＬＤチェンジャのい
ずれを接続することも可能である。
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【００４３】
制御部２０には、ハードディスク２１、楽音形成部２２、ミキサ２３、オーディオセレク
タ２４、オーディオエンコーダ・デコーダ２５、文字パターン合成部２６、背景映像再生
部２７、画像合成部２８、ビデオエンコーダ・デコーダ２９、ビデオセレクタ３０、リモ
コン受信部３１、外部インタフェース３３、通信制御部３４などが接続されている。
【００４４】
ＬＤプレーヤ（ＬＤチェンジャ）とは、オーディオ入力端子３６、ビデオ入力端子３７お
よび外部インタフェース３３を介して接続されている。オーディオ入力端子３６、ビデオ
入力端子３７は、たとえばピンジャック等で構成される。また、外部インタフェース３３
はＲＳ２３２Ｃなどのシリアルインタフェースで構成される。
【００４５】
ハードディスク２１には、図２に示すようなキャッシュ関係のデータが記憶されるととも
に、楽音形成部２２を駆動してカラオケ曲を演奏するためのＭＩＤＩシーケンスデータで
ある楽曲データが記憶されている。各楽曲データは、たとえば６桁の数字で識別されるよ
うな、上記ＬＤに記録されているカラオケ曲とは異なる構成の曲番号で識別される。なお
、同じカラオケ曲が、ＭＩＤＩシーケンスデータである楽曲データとＬＤの音声等として
記録されていても構わない。
【００４６】
リモコン受信部３１が赤外線リモコン装置３２から入力された曲番号を受信すると制御部
２０はその曲番号がＬＤの曲番号であるか楽曲データの曲番号であるかを判断する。ＬＤ
の曲番号の場合には、上記と同様にそのカラオケ曲の音声等をキャッシュしているかを判
断し、キャッシュしている場合にはハードディスク２１からそのデータを読み出して再生
し、キャッシュしていない場合には外部インタフェース３３を介して曲番号をＬＤプレー
ヤ（ＬＤチェンジャ）に出力し、ＬＤプレーヤにそのカラオケ曲を再生させる。
【００４７】
ＬＤプレーヤが再生した音声は、音声入力端子３６から入力され、オーディオセレクタ２
４を介して後段に出力されるとともに、オーディオエンコーダ・デコーダ２５によってＭ
ＰＥＧ圧縮され、制御部２０を介してハードディスク２１にキャッシュされる。また、Ｌ
Ｄプレーヤが再生した映像は、映像入力端子３７から入力され、ビデオセレクタ３０を介
して後段に出力されるとともに、ビデオエンコーダ・デコーダ２９によってＭＰＥＧ圧縮
され、制御部２０を介してハードディスク２１にキャッシュされる。
【００４８】
一方、リクエストされたＬＤのカラオケ曲の音声等をハードディスク２１にキャッシュし
ている場合には、ハードディスク２１からこのキャッシュデータを読み出してオーディオ
エンコーダ・デコーダ２５およびビデオエンコーダ・デコーダ２９に入力してデコードし
、オーディオ信号はオーディオセレクタ２４を介して後段に出力し、ビデオ信号はビデオ
セレクタ３０を介して後段に出力する。
【００４９】
一方、楽曲データのカラオケ曲がリクエストされた場合にはハードディスク２１から楽曲
データを読み出して楽音形成部２２および文字パターン合成部２６に供給し、楽音信号を
形成するとともに歌詞テロップの文字パターンを形成する。楽音形成部２２が形成した複
数チャンネルの楽音信号はミキサ２３でミキシングされオーディオセレクタ２４を介して
後段に出力される。
【００５０】
また、制御部２０は上記楽曲データで演奏するカラオケ曲に合わせた背景映像を背景映像
再生部２７で再生して画像合成部２８に入力する。画像合成部２８には文字パターン合成
部２６が合成した歌詞テロップの文字パターンも入力される。画像合成部は背景映像の上
に歌詞テロップの文字パターンをスーパーインポーズ合成し、この合成映像をビデオセレ
クタ３０を介して後段に出力する。
【００５１】
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オーディオセレクタ２４の後段の装置は、たとえばアンプ４１、スピーカ４２、マイク４
３などで構成される。また、ビデオセレクタ３０の後段の装置は、モニタ４４などで構成
される。
【００５２】
なお、この楽曲キャッシュ装置も管理楽曲の認証を行うための認証情報を記憶した認証Ｒ
ＯＭ３をセットできるようにメモリソケット３８を備えている。
【００５３】
なお、上記背景映像の映像データをハードディスク２１に記憶し、背景映像を制御部２０
が読み出して再生するようにしてもよい。また、文字パターンの合成も制御部２０が行う
ようにしてもよい。
【００５４】
また、この楽曲キャッシュ装置は、通信制御部３４により、電話回線等を介してセンタ装
置４０と接続され、楽曲データなどがダウンロードされる。また、上記認証情報をセンタ
４０を介してダウンロードするようにしてもよい。
【００５５】
図９は上記通信カラオケ機能を備えた楽曲キャッシュ装置の動作を示すフローチャートで
ある。赤外線リモコン装置３２から送信された曲番号をリモコン受信部３１が受信すると
（ｓ５０）、この曲番号がＬＤのカラオケ曲の曲番号であるか楽曲データの曲番号である
かを判断する（ｓ５１）。楽曲データのカラオケ曲がリクエストされた場合にはｓ５３に
進み、この曲番号に対応する楽曲データを読み出して（ｓ５３）、対応する背景映像を選
択する（ｓ５４）。そしてオーディオセレクタ２４をミキサ２３側に切り換えるとともに
ビデオセレクタ３０を画像合成部２８側に切り換えて（ｓ５５）、カラオケ曲の演奏をス
タートする（ｓ５６）。
【００５６】
一方、入力された曲番号がＬＤのカラオケ曲を指定する曲番号であった場合には、図３、
４または図６、７の動作に進む。この動作において、ＬＤプレーヤ（ＬＤチェンジャ）か
ら映像を入力する場合、ハードディスク２１にキャッシュしている音声等を再生する場合
でオーディオセレクタ２４、ビデオセレクタ３０がそれぞれ所定の入力に切り換えられる
。
【００５７】
なお、上記処理動作では、管理楽曲の音声等は、これをキャッシュしたのち、このキャッ
シュデータの読み出しを許可するか否かを認証ＲＯＭの認証情報に基づいて判断するよう
にしているが、管理楽曲については、再生時に認証情報が存在するか否かを確認し、認証
情報が存在する場合のみキャッシュするようにしてもよい。
【００５８】
また、この実施形態ではディスクメディアとしてレーザディスク（ＬＤ）を用いているが
、ディスクメディアとしてＣＤなど他のメディアを適用することも可能である。
【００５９】
【発明の効果】
　以上のようにこの発明によれば、ＬＤなどのディスクメディアに記録されている映像を
その再生の機会に並行して記憶（キャッシュ）し、その後同じ映像がリクエストされた場
合にはこのキャッシュデータを読み出してディスクメディアの再生に代えることができる
ため、ディスクメディアを再生装置にセットする手間および時間をなくすことができ、省
力化および迅速化を実現することができるとともに、ディスクメディアおよびこれを再生
する再生装置の劣化も防止することができる。また、この発明によれば、ＬＤなどのディ
スクメディアに記録されたＴＯＣを記憶手段で記憶しておき、入力手段で識別データ（例
えば曲番号）の入力を受け付けると、ＴＯＣの記憶の有無を確認して、ＴＯＣがＴＯＣテ
ーブルに無い場合にはＴＯＣテーブルに記録し、ＴＯＣがＴＯＣテーブルに有る場合には
入力を受け付けた識別データに対応するものか否かを確認して、その結果に応じた処理を
行うので、どのディスクメディアがセットされたか、及びセットされたディスクメディア
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が正しいか否かを知ることができ、ディスクメディアのセット間違いがなくなるとともに
、記憶する映像に識別データのラベルを付すことができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施形態である楽曲キャッシュ装置を含むカラオケシステムの構成図
【図２】同楽曲キャッシュ装置のハードディスクの記憶エリアを説明する図
【図３】同楽曲キャッシュ装置の動作を示すフローチャート
【図４】同楽曲キャッシュ装置の動作を示すフローチャート
【図５】この発明の他の実施形態である楽曲キャッシュ装置を含むカラオケシステムの構
成図
【図６】同楽曲キャッシュ装置の動作を示すフローチャート
【図７】同楽曲キャッシュ装置の動作を示すフローチャート
【図８】この発明のさらに他の実施形態である音源カラオケ機能を備えた楽曲キャッシュ
装置のブロック図
【図９】同楽曲キャッシュ装置の動作を示すフローチャート
【符号の説明】
１…楽曲キャッシュ装置、１ａ…メモリソケット、１ｂ…リモコン受光部、１ｃ…本体表
示器、２…ハードディスク、３…認証ＲＯＭ、４…（手差しの）ＬＤプレーヤ、５…ＬＤ
ラック、６…スピーカ、７…マイク、８…モニタ、９…赤外線リモコン装置、
１１…楽曲キャッシュ装置、１１ａ…メモリソケット、１１ｃ…本体表示器、１２…ハー
ドディスク、１３…認証ＲＯＭ、１４…選曲コマンダ、１５…ＬＤチェンジャ、１６…ス
ピーカ、１７…マイク、１８…モニタ、
２０…制御部、２１…ハードディスク、２２…楽音形成部、２３…ミキサ、２４…オーデ
ィオセレクタ、２５…オーディオエンコーダ・デコーダ、２６…文字パターン合成部、２
７…背景映像再生部、２８…画像合成部、２９…ビデオエンコーダ・デコーダ、３０…ビ
デオセレクタ、３１…外部インタフェース、３２…赤外線リモコン装置、３３…外部イン
タフェース、３４…通信制御部、３８…メモリソケット、
４０…センタ装置、４１…アンプ、４２…スピーカ、４３…マイク、４４…モニタ
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